
意
見
書

審 議
結 果

　

尾
崎
川
の
治
水
は
、
以
前

に
比
べ
改
善
さ
れ
た
も
の
の
、

近
年
の
気
象
変
動
に
よ
る
集

中
豪
雨
や
台
風
の
襲
来
に
よ

り
隣
接
町
道
の
冠
水
や
一
部

住
居
の
床
上
浸
水
な
ど
の
被

害
が
多
発
し
て
い
る
。

　
つ
い
て
は
、
二
級
河
川
尾
崎

川
水
系
河
川
整
備
計
画
に
沿
っ

た
排
水
機
増
設
の
早
期
実
施

を
強
く
求
め
る
。

●
政
党
助
成
金
（
交
付
金
）
の
廃
止
を
求

め
る
意
見
書
案
（
賛
成
者
／
岡
田
良
訓

議
員
、
佐
中
十
九
昭
議
員
）

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

●
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

●
税
条
例
等
の
一
部
改
正

●
暴
力
団
排
除
条
例

●
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

●
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二

号
）

●
尾
崎
川
水
系
河
川
整
備
計
画
の
早
期
実

施
を
求
め
る
意
見
書
案

●
東
広
島
・
安
芸
バ
イ
パ
ス
の
建
設
促
進

を
求
め
る
意
見
書
案

全
会
一
致
で
可
決

内　

容

尾
崎
川
水
系
河
川
整

備
計
画
の
早
期
実
施

を
求
め
る
意
見
書
案

　

本
町
に
お
い
て
国
道
二
号
の

朝
夕
の
慢
性
的
な
渋
滞
は
、

町
民
生
活
の
み
な
ら
ず
産
業

活
動
に
も
重
大
な
支
障
を
及

ぼ
し
て
い
る
。

　

将
来
に
わ
た
り
、
自
主
的
・

自
立
的
に
個
性
あ
る
地
域
づ

く
り
を
展
開
し
て
い
く
た
め
に

は
、
周
辺
市
町
地
域
と
の
広

域
連
携
を
支
え
る
東
広
島
・

安
芸
バ
イ
パ
ス
の
整
備
が
極
め

て
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
東
広

島
・
安
芸
バ
イ
パ
ス
の
道
路
整

備
の
推
進
が
強
力
に
図
ら
れ
る

よ
う
、
強
く
求
め
る
。

全
会
一
致
で
可
決

内　

容

東
広
島
・
安
芸
バ
イ

パ
ス
の
建
設
促
進
を

求
め
る
意
見
書
案

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
者

が
苦
し
ん
で
い
る
中
、
支
持
政

党
に
か
か
わ
り
な
く
国
民
の
税

金
を
各
党
に
配
分
す
る
政
党

助
成
金
を
、
九
党
が
受
け
取
っ

た
。

年
総
額
約
三
百
二
十
億
円
の

政
党
助
成
金
（
交
付
金
）
を

撤
廃
し
被
災
者
救
援
に
全
力

を
あ
げ
る
よ
う
求
め
る
。

内　

容

政
党
助
成
金（
交
付

金
）の
廃
止
を
求
め

る
意
見
書
案

賛
成
二:

反
対
十
三

で
否
決

平
成
二
十
三
年

九
月
定
例
会

賛
成
討
論

　

支
持
政
党
に
か
か
わ
り
な

く
税
金
を
各
党
に
配
分
す
る

政
党
助
成
金
は
納
得
で
き
な

い
。
被
災
者
の
苦
悩
を
よ
そ

に
政
党
助
成
金
を
受
け
る
べ

き
で
は
な
く
、
全
額
国
庫
に

返
納
し
、
被
災
地
へ
の
復
興

財
源
に
ま
わ
す
べ
き
と
考

え
、意
見
書
案
に
賛
成
す
る
。

大きなポンプがほしいね

全線開通が待たれます

　可決した意見書は、内閣総理大臣をはじめ、
関係機関に提出しました。詳細は、議会のホー
ムページをご参照ください。

全
会
一
致
で
可
決
の
も
の

賛
成
少
数
で
否
決
の
も
の

総務文教

福祉厚生

調 

査 

地
／
兵
庫
県
神
戸
市
・
大
阪
府
松
原
市

調
査
事
項
／
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念
「
人
と
防
災
未
来

セ
ン
タ
ー
」
視
察

　
　
　
　

  

「
ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
」
の
運
営
状
況

調 

査 

地
／
山
口
県
山
口
市
・
愛
知
県
大
府
市

調
査
事
項
／
夢
の
み
ず
う
み
村
に
お
け
る
「
バ
リ
ア
ア

リ
ー
」
の
取
組
み

　
　
　
　

  

認
知
症
予
防
・
認
知
症
高
齢
者
の
た
め
の
地

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取
組
状
況

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　

神
戸
市
の
「
人
と
防
災

未
来
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、

経
験
を
語
り
継
ぎ
、
そ
の

教
訓
を
未
来
に
生
か
す
こ

と
を
通
じ
て
、
災
害
文
化

の
形
成
、
地
域
防
災
力
の

向
上
、
防
災
政
策
の
開
発

支
援
が
図
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
振
動
を
体

感
し
な
が
ら
の
映
像

さ
ら
に
は
模
型
や
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
、
地
震
を
再
現
し

た
体
験
型
の
研
修
が

で
き
有
意
義
で
し

た
。

　

松
原
市
第
七
中
学
校
の

「
ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
」で
は
、

い
じ
め
・
不
登
校
の
未
然

防
止
、
不
登
校
生
徒
な
ど

の
学
校
復
帰
を
目
指
し
て

各
種
の
取
組
み
が
な
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
色
々
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
始
ま
り
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
や
不
登
校
生

へ
の
支
援
な
ど
学
校
づ
く

り
に
対
し
て
先
生
、
保
護

者
、
地
域
の
人
々
の
強
い

思
い
を
目
の
当
た
り
に
し
、

本
町
で
も
大
い
に
参
考
に

す
べ
き
と
感
じ
ま
し
た
。

　

山
口
市
の
夢
の
み
ず
う

み
村
は
、
高
齢
者
が
在
宅

生
活
を
継
続
し
て
い
け
る

よ
う
、
段
差
、
坂
、
階
段

な
ど
日
常
生
活
に
お
い
て

遭
遇
す
る
可
能
性
の
あ
る

バ
リ
ア
を
意
図
的
に
配
置

し
た
「
バ
リ
ア
ア
リ
ー
」

施
設
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
一
日
の
過

ご
し
方
は
自
分
が
決

め
る
な
ど
、
い
ず
れ

も
自
立
（
自
律
）
に

向
け
た
取
組
み
が
な

さ
れ
て
お
り
、
利
用

者
一
人
ひ
と
り
が
い

き
い
き
と
し
て
い
ま

し
た
。

　

一
方
、
大
府
市
は
「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
養

成
な
ど
地
域
に
お
け
る
支

援
体
制
を
強
化
す
る
こ
と

に
よ
り
、「
認
知
症
に
対
す

る
正
し
い
知
識
と
理
解
が

広
が
っ
て
い
る
ま
ち
」、「
認

知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を

温
か
く
支
え
て
あ
げ
ら
れ

る
ま
ち
」
を
実
現
し
、
理

想
の
「
幸
齢
社
会
」
を
築

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

し
た
。
認
知
症
の
人
や
そ

の
家
族
の
支
援
に
関
す
る

各
種
施
策
は
、
見
習
う
べ

き
こ
と
が
多
く
、
大
変
有

意
義
な
研
修
で
し
た
。

議
員
は
、
常
任
委
員
会
に
所
属
し
、
そ
れ
ぞ
れ
調
査
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

研
修
・
視
察
で
知
り
得
た
こ
と
を
、
今
後
の
議
会
活
動
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。
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